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【公表日】令和1年12月26日(2019.12.26)
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【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  17/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/322    (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ   17/00     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月25日(2020.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種の顔料；
　液体ビヒクル；ならびに
　エチレン性不飽和疎水性モノマーから選択される第１のモノマーと、無水マレイン酸、
マレイン酸ならびにその塩、エステル、イミドおよびアミドから選択される第２のモノマ
ーとを含む少なくとも１種のポリマー
を含む組成物であって、
　前記第２のモノマーの一部分は、フェニルホスホン酸のカルシウム指数値と等しいかま
たはそれより大きいカルシウム指数値を有する少なくとも１個の有機基で官能化されてお
り、ならびに
　前記少なくとも１種のポリマーが、アミド、イミド、エーテル、チオエーテル、および
エステル連結から選択される少なくとも１個の連結を介して架橋している、組成物。
【請求項２】
　前記少なくとも１個の有機基が、少なくとも２個のホスホン酸基、そのエステルまたは
その塩を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記エチレン性不飽和疎水性モノマーが、式ＣＨ2＝ＣＲ1Ｒ2を含み、式中、Ｒ1および
Ｒ2は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ12アルキル、Ｃ5－Ｃ20アリールおよびＣ6－Ｃ20アルカリルから独立
に選択され、Ｒ1およびＲ2の炭素原子は、Ｏ、ＮおよびＳから選択される少なくとも１個
のヘテロ原子で置き換えられていてもよい、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記少なくとも１種のポリマーが、前記第２のモノマーのカルボキシレート含有基を介
して架橋している、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記第２のモノマーの少なくとも第２の部分が、式－Ａ－Ｎ（Ｒ3）（Ｒ4）を含む少な
くとも１個の第２の有機基で官能化されており、式中、Ｒ3およびＲ4は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ10

アルキル、Ｃ4－Ｃ18アリール、Ｃ4－Ｃ18ヘテロアリールおよびＣ3－Ｃ20ヘテロシクロ
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アルキルから独立に選択され、Ａは、Ｃ1－Ｃ10アルキレン、Ｃ3－Ｃ20シクロアルキレン
、Ｃ3－Ｃ20ヘテロシクロアルキレン、アリーレン、ヘテロアリーレンおよびＣ2－Ｃ20エ
ーテルから選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記少なくとも１個の有機基が、少なくとも１個のジェミナルビスホスホン酸基、その
エステルまたはその塩を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記少なくとも１個の有機基が、カルボン酸、スルホン酸、ホスホン酸、ヒドロキシル
、アミン、ならびにそれらのエステル、アミドおよび塩およびエステルから選択される少
なくとも１個の基を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記エチレン性不飽和疎水性モノマーが、スチレン、α－メチルスチレン、エチレン、
プロピレン、１－ブチレン、イソブチレン、ブタジエンおよびメチルビニルエーテルから
選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記エチレン性不飽和疎水性モノマーが、スチレンから選択される、請求項１に記載の
組成物。
【請求項１０】
　前記第２のモノマーが、無水マレイン酸を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記第２のモノマーが、マレイン酸、ならびにその塩、エステル、イミドおよびアミド
を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記エステル連結が、エポキシ含有化合物と前記第２のモノマーのカルボキシレート含
有基との間の反応に由来する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記エポキシ含有化合物が、ジ－およびトリ－グリシジルエーテル化合物から選択され
る、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記エポキシ含有化合物が、トリメチロールプロパントリグリシジルエーテルから選択
される、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記少なくとも１種のポリマーが、５０～３２５の範囲の酸価を有する、請求項４に記
載の組成物。
【請求項１６】
　８～１１の範囲のｐＨを有する、請求項４に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記液体ビヒクルが、水性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１８】
　少なくとも１種の顔料；
　液体ビヒクル；ならびに
　エチレン性不飽和疎水性モノマーから選択される第１のモノマーと、無水マレイン酸、
マレイン酸ならびにその塩、エステル、イミドおよびアミドから選択される第２のモノマ
ーとを含む少なくとも１種のポリマー
を含む組成物であって、
　前記第２のモノマーの一部分は、フェニルホスホン酸のカルシウム指数値と等しいかま
たはそれより大きいカルシウム指数値を有する少なくとも１個の有機基で官能化されてお
り、ならびに
　前記第２のモノマーの少なくとも第２の部分が、式－Ａ－Ｎ（Ｒ3）（Ｒ4）を含む少な
くとも１個の第２の有機基で官能化されており、式中、Ｒ3およびＲ4は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ10
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アルキル、Ｃ4－Ｃ18アリール、Ｃ4－Ｃ18ヘテロアリールおよびＣ3－Ｃ20ヘテロシクロ
アルキルから独立に選択され、Ａは、Ｃ1－Ｃ10アルキレン、Ｃ3－Ｃ20シクロアルキレン
、Ｃ3－Ｃ20ヘテロシクロアルキレン、アリーレン、ヘテロアリーレンおよびＣ2－Ｃ20エ
ーテルから選択される、組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　用語「ａ」および「ａｎ」および「ｔｈｅ」の使用は、本明細書において他に示さない
限り、または文脈によって明らかに矛盾しない限り、単数および複数の両方をカバーする
と解釈される。用語「含む」、「有する」、「含めた」および「含有する」は、他に断ら
ない限り、オープンエンド用語（すなわち、「これらに限定されないが、下記を含めた」
を意味する）と解釈される。本明細書において値の範囲を列挙することは、本明細書にお
いて他に示さない限り、範囲内に入るそれぞれの別々の値を個々に指す略式の方法の役割
を果たすことを単に意図し、１つ１つの値は、これが個々に本明細書において列挙されて
いるかのように明細書に組み込まれる。本明細書に記載されている全ての方法は、本明細
書において他に示さない限り、または他に文脈によって明らかに矛盾しない限り、任意の
適切な順序で行うことができる。本明細書において提供するありとあらゆる例、または例
示的な言語（例えば、「など」）の使用は、本発明を単により良好に明らかにすることを
意図し、他に特許請求しない限り、本発明の範囲に対して制限を与えない。本明細書にお
けるどの言語も、任意の特許請求していない構成要素を本発明の実施に対して必要不可欠
であると示していると解釈すべきでない。
　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕少なくとも１種の顔料；
　液体ビヒクル；ならびに
　エチレン性不飽和疎水性モノマーから選択される第１のモノマーと、無水マレイン酸、
マレイン酸ならびにその塩、エステル、イミドおよびアミドから選択される第２のモノマ
ーとを含む少なくとも１種のポリマー
を含む組成物であって、
　前記第２のモノマーの一部分は、フェニルホスホン酸のカルシウム指数値と等しいかま
たはそれより大きいカルシウム指数値を有する少なくとも１個の有機基で官能化されてい
る、組成物。
〔２〕前記少なくとも１個の有機基が、少なくとも２個のホスホン酸基、そのエステルま
たはその塩を含む、前記〔１〕に記載の組成物。
〔３〕前記少なくとも１個の有機基が、少なくとも１個のジェミナルビスホスホン酸基、
そのエステルまたはその塩を含む、前記〔１〕に記載の組成物。
〔４〕前記少なくとも１個の有機基が、式－ＣＱ（ＰＯ3Ｈ2）2またはその塩を含む少な
くとも１個の基を含み、式中、Ｑは、Ｈ、Ｒ、ＯＲ、ＳＲまたはＮＲ2であり、Ｒは、同
じでもまたは異なっていてもよく、Ｈ、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ1－Ｃ18アシル、アラルキ
ル、アルカリルおよびアリールから選択される、前記〔１〕に記載の組成物。
〔５〕前記少なくとも１個の有機基が、式－（ＣＨ2）ｎ－ＣＱ（ＰＯ3Ｈ2）2またはその
塩を含む少なくとも１個の基を含み、式中、ｎは、１～９の範囲の整数である、前記〔１
〕に記載の組成物。
〔６〕前記少なくとも１個の有機基が、式－ＣＲ＝Ｃ（ＰＯ3Ｈ2）2またはその塩を含む
少なくとも１個の基を含み、式中、Ｒは、Ｈ、Ｃ1－Ｃ6アルキル、アリールから選択され
る、前記〔１〕に記載の組成物。
〔７〕前記少なくとも１個の有機基が、少なくとも１個のＯＨ基またはその塩を含む少な
くとも１個の複素環式基を含む、前記〔１〕に記載の組成物。
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〔８〕前記少なくとも１個の有機基が、少なくとも１個のホスホン酸基またはその塩、お
よび前記少なくとも１個のホスホン酸基またはその塩に対してビシナルまたはジェミナル
である少なくとも１個の第２のイオン性基、イオン化可能基または塩基性基を含む、前記
〔１〕に記載の組成物。
〔９〕前記少なくとも１個の有機基が、少なくとも１個のニトロソ基、および少なくとも
１個のＯＨ基またはその塩を含む、前記〔１〕に記載の組成物。
〔１０〕前記少なくとも１個の有機基が、少なくとも３個のカルボン酸を含む、少なくと
も１個のアリールまたはアルキルポリ酸基を含む、前記〔１〕に記載の組成物。
〔１１〕前記少なくとも１個の有機基が、少なくとも１個のカルボン酸基またはその塩を
含むヘテロアリール基を含む、前記〔１〕に記載の組成物。
〔１２〕前記少なくとも１個の有機基が、少なくとも２個のＯＨ基、少なくとも２個のＮ
Ｈ2基、または少なくとも１個のＯＨ基および少なくとも１個のＮＨ2基を含む、少なくと
も１個のアゾアレーン基を含み、かつ式Ａｒ1－Ｎ＝Ｎ－Ａｒ2を有し、式中、Ａｒ1およ
びＡｒ2は、同じでもまたは異なっていてもよく、アリーレンまたはアリールであり、Ａ
ｒ1またはＡｒ2の少なくとも１つは、アリーレンである、前記〔１〕に記載の組成物。
〔１３〕前記少なくとも１個の有機基が、カルボン酸、スルホン酸、ホスホン酸、ヒドロ
キシル、アミン、ならびにそれらのエステル、アミドおよび塩およびエステルから選択さ
れる少なくとも１個の基を含む、前記〔１〕に記載の組成物。
〔１４〕前記少なくとも１個の有機基が、１，２，３－ベンゼントリカルボン酸のカルシ
ウム指数値より大きいカルシウム指数値を有する、前記〔１〕から〔１３〕までのいずれ
か１項に記載の組成物。
〔１５〕前記少なくとも１個の有機基で官能化されている前記第２のモノマーの前記部分
が、第２のモノマーの総量の少なくとも３ｍｏｌ％である、前記〔１〕から〔１４〕まで
のいずれか１項に記載の組成物。
〔１６〕前記エチレン性不飽和疎水性モノマーが、式ＣＨ2＝ＣＲ1Ｒ2を含み、式中、Ｒ1

およびＲ2は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ12アルキル、Ｃ5－Ｃ20アリールおよびＣ6－Ｃ20アルカリルか
ら独立に選択され、Ｒ1およびＲ2の炭素原子は、Ｏ、ＮおよびＳから選択される少なくと
も１個のヘテロ原子で置き換えられていてもよい、前記〔１〕から〔１５〕までのいずれ
か１項に記載の組成物。
〔１７〕前記エチレン性不飽和疎水性モノマーが、式ＣＨ2＝ＣＲ1Ｒ2を含み、式中、Ｒ1

およびＲ2は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ12アルキル、Ｃ5－Ｃ20アリール、Ｃ6－Ｃ20アラルキルおよび
Ｃ6－Ｃ20アルカリルから独立に選択される、前記〔１〕から〔１５〕までのいずれか１
項に記載の組成物。
〔１８〕前記エチレン性不飽和疎水性モノマーが、スチレン、α－メチルスチレン、エチ
レン、プロピレン、１－ブチレン、イソブチレン、ブタジエンおよびメチルビニルエーテ
ルから選択される、前記〔１〕から〔１５〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔１９〕前記エチレン性不飽和疎水性モノマーが、スチレンから選択される、前記〔１〕
から〔１５〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔２０〕前記エチレン性不飽和疎水性モノマーが、エチレン性不飽和エステルから選択さ
れる、前記〔１〕から〔１５〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔２１〕前記エチレン性不飽和エステルが、酢酸ビニル、酢酸アリル、メタクリル酸メチ
ル、アクリル酸エチル、アクリル酸ｎ－ブチル、メタクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸ｎ
－オクチル、アクリル酸ベンジル、アクリロニトリルおよびアクリルアミドから選択され
る、前記〔２０〕に記載の組成物。
〔２２〕前記第２のモノマーが、無水マレイン酸を含む、前記〔１〕から〔２１〕までの
いずれか１項に記載の組成物。
〔２３〕前記第２のモノマーが、マレイン酸、ならびにその塩、エステル、イミドおよび
アミドを含む、前記〔１〕から〔２１〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔２４〕前記第２のモノマーが、無水マレイン酸およびマレイン酸、ならびにその塩、エ
ステル、イミドおよびアミドの混合物を含む、前記〔１〕から〔２１〕までのいずれか１
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項に記載の組成物。
〔２５〕前記第２のモノマーが、前記少なくとも１種のポリマーに対して１０～６０ｍｏ
ｌ％の範囲の量で前記少なくとも１種のポリマー中に存在する、前記〔１〕から〔２４〕
までのいずれか１項に記載の組成物。
〔２６〕前記第１のモノマーが、前記少なくとも１種のポリマーに対して４０～９０ｍｏ
ｌ％の範囲の量で前記少なくとも１種のポリマー中に存在する、前記〔１〕から〔２５〕
までのいずれか１項に記載の組成物。
〔２７〕前記第１のモノマーが、前記少なくとも１種のポリマーに対して６７～８０ｍｏ
ｌ％の範囲の量で前記少なくとも１種のポリマー中に存在する、前記〔１〕から〔２５〕
までのいずれか１項に記載の組成物。
〔２８〕前記少なくとも１種の顔料が、修飾されていない、前記〔１〕から〔２７〕まで
のいずれか１項に記載の組成物。
〔２９〕前記少なくとも１種の顔料が、自己分散している、前記〔１〕から〔２７〕まで
のいずれか１項に記載の組成物。
〔３０〕前記少なくとも１種のポリマーが、前記少なくとも１種の顔料に吸着されている
、前記〔１〕から〔２９〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔３１〕前記少なくとも１種のポリマーが、前記少なくとも１種の顔料をカプセル化して
いる、前記〔１〕から〔２９〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔３２〕前記少なくとも１種のポリマーが、架橋している、前記〔１〕から〔２９〕まで
のいずれか１項に記載の組成物。
〔３３〕前記少なくとも１種のポリマーが、前記第２のモノマーを介して架橋している、
前記〔１〕から〔２９〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔３４〕前記少なくとも１種のポリマーが、前記第２のモノマーのカルボキシレート含有
基を介して架橋している、前記〔１〕から〔２９〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔３５〕前記少なくとも１種のポリマーが、前記第２のモノマーのカルボキシレート含有
基の少なくとも１０％を介して架橋している、前記〔１〕から〔２９〕までのいずれか１
項に記載の組成物。
〔３６〕前記少なくとも１種のポリマーが、アミド連結、イミド連結およびエステル連結
から選択される少なくとも１個の連結を介して架橋している、前記〔１〕から〔３５〕ま
でのいずれか１項に記載の組成物。
〔３７〕前記少なくとも１種のポリマーが、エーテル連結およびチオエーテル連結から選
択される少なくとも１個の連結を介して架橋されている、前記〔１〕から〔３５〕までの
いずれか１項に記載の組成物。
〔３８〕前記少なくとも１種のポリマーが、エステル連結から選択される少なくとも１個
の連結を介して架橋している、前記〔１〕から〔３５〕までのいずれか１項に記載の組成
物。
〔３９〕前記エステル連結が、エポキシ含有化合物と前記第２のモノマーのカルボキシレ
ート含有基との間の反応に由来する、前記〔３８〕に記載の組成物。
〔４０〕前記エポキシ含有化合物が、ジ－およびトリ－グリシジルエーテル化合物から選
択される、前記〔３９〕に記載の組成物。
〔４１〕前記エポキシ含有化合物が、トリメチロールプロパントリグリシジルエーテルか
ら選択される、前記〔３９〕に記載の組成物。
〔４２〕前記少なくとも１種のポリマーが、３２５未満の酸価を有する、前記〔３１〕か
ら〔４１〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔４３〕前記少なくとも１種のポリマーが、５０～３２５の範囲の酸価を有する、前記〔
３１〕から〔４１〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔４４〕８～１１の範囲のｐＨを有する、前記〔３１〕から〔４３〕までのいずれか１項
に記載の組成物。
〔４５〕前記少なくとも１種のポリマーが、ランダムコポリマーである、前記〔１〕から
〔４４〕までのいずれか１項に記載の組成物。
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〔４６〕前記少なくとも１種のポリマーが、交互コポリマーである、前記〔１〕から〔４
４〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔４７〕前記少なくとも１種のポリマーが、インクジェットインク組成物の総質量に対し
て０．１質量％～２５質量％の範囲の量で存在する、前記〔１〕から〔４６〕までのいず
れか１項に記載の組成物。
〔４８〕前記第２のモノマーの少なくとも第２の部分が、式－Ａ－Ｎ（Ｒ3）（Ｒ4）を含
む少なくとも１個の第２の有機基で官能化されており、式中、Ｒ3およびＲ4は、Ｈ、Ｃ1

－Ｃ10アルキル、Ｃ4－Ｃ18アリール、Ｃ4－Ｃ18ヘテロアリールおよびＣ3－Ｃ20ヘテロ
シクロアルキルから独立に選択され、Ａは、Ｃ1－Ｃ10アルキレン、Ｃ3－Ｃ20シクロアル
キレン、Ｃ3－Ｃ20ヘテロシクロアルキレン、アリーレン、ヘテロアリーレンおよびＣ2－
Ｃ20エーテルから選択される、前記〔１〕から〔４７〕までのいずれか１項に記載の組成
物。
〔４９〕前記第２のモノマーの少なくとも第２の部分が、－ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ3）2、
－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ3）2、－ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ3）2、－ＣＨ2ＣＨ

2ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ3）2、－ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ2ＣＨ3）2、－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－
Ｎ（ＣＨ2ＣＨ3）2、－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ2ＣＨ3）2、－ＣＨ2ＣＨ2－ＮＨ
ＣＨ2ＣＨ2ＯＨ、－ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ2ＣＨ2ＯＨ）2、および
【化１】

から選択される式を含む少なくとも１個の第２の有機基で官能化されている、前記〔１〕
から〔４７〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔５０〕前記第２のモノマーの少なくとも第２の部分が、式－Ａ－Ｎ+（Ｒ3）（Ｒ4）（
Ｒ5）を含む少なくとも１個の第２の有機基で官能化されており、式中、Ｒ3、Ｒ4および
Ｒ5は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ10アルキル、Ｃ4－Ｃ18アリール、Ｃ4－Ｃ18ヘテロアリールおよびＣ

3－Ｃ20ヘテロシクロアルキルから独立に選択され、Ａは、Ｃ1－Ｃ10アルキレン、Ｃ3－
Ｃ20シクロアルキレン、Ｃ3－Ｃ20ヘテロシクロアルキレン、アリーレン、ヘテロアリー
レンおよびＣ2－Ｃ20エーテルから選択される、前記〔１〕から〔４７〕までのいずれか
１項に記載の組成物。
〔５１〕前記少なくとも１個の第２の有機基が、アミド連結、イミド連結およびエステル
連結を介して前記第２のモノマーの前記第２の部分に結合している、前記〔４８〕から〔
５０〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔５２〕前記液体ビヒクルが、水性である、前記〔１〕から〔５１〕までのいずれか１項
に記載の組成物。
〔５３〕水性分散物である、前記〔１〕から〔５２〕までのいずれか１項に記載の組成物
。
〔５４〕少なくとも１種の界面活性剤をさらに含む、前記〔１〕から〔５３〕までのいず
れか１項に記載の組成物。
〔５５〕少なくとも１種の耐久性ポリマーをさらに含む、前記〔１〕から〔５４〕までの
いずれか１項に記載の組成物。
〔５６〕少なくとも１種の粘度調節剤をさらに含む、前記〔１〕から〔５５〕までのいず
れか１項に記載の組成物。
〔５７〕少なくとも１種のポリマーバインダーをさらに含む、前記〔１〕から〔５６〕ま
でのいずれか１項に記載の組成物。
〔５８〕インクジェットインク組成物である、前記〔１〕から〔５７〕までのいずれか１
項に記載の組成物。
〔５９〕エチレン性不飽和疎水性モノマーから選択される第１のモノマーと、無水マレイ
ン酸、マレイン酸ならびにその塩、エステル、イミドおよびアミドから選択される第２の
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モノマーとを含むポリマーであって、
　前記第２のモノマーの少なくとも一部分は、フェニルホスホン酸のカルシウム指数値よ
り大きいカルシウム指数値を有する少なくとも１個の有機基で官能化されている、ポリマ
ー。
〔６０〕前記第１のモノマーが、スチレンから選択される、前記〔５９〕に記載のポリマ
ー。
〔６１〕ポリマーを作製する方法であって、
（ａ）（ｉ）エチレン性不飽和疎水性モノマーから選択される第１のモノマーと、無水マ
レイン酸、マレイン酸ならびにその塩、エステル、イミドおよびアミドから選択される第
２のモノマーとを含む少なくとも１種のポリマー、ならびに
（ｉｉ）アミノ基と、フェニルホスホン酸のカルシウム指数値より大きいカルシウム指数
値を有する少なくとも１個の有機基とを含む少なくとも１種の試薬
を合わせることと；
（ｂ）前記ポリマーを形成することと
を含む、方法。
〔６２〕前記合わせることが、ＮＨ4ＯＨ、ＮａＯＨおよびＫＯＨから選択される少なく
とも１種の塩基の存在下で行われる、前記〔６１〕に記載の方法。
〔６３〕前記少なくとも１種のポリマーを少なくとも１種の架橋剤とを合わせることをさ
らに含む、前記〔６１〕または〔６２〕に記載の方法。
〔６４〕前記少なくとも１種の架橋剤が、エポキシ含有化合物から選択される、前記〔６
３〕に記載の方法。
〔６５〕前記少なくとも１種の架橋剤が、ホウ酸をさらに含む、前記〔６３〕または〔６
４〕に記載の方法。
〔６６〕前記少なくとも１種のポリマーを少なくとも１種の架橋剤と合わせる前に、また
は合わせるのと同時に、前記少なくとも１種のポリマーを加水分解することをさらに含む
、前記〔６３〕から〔６５〕までのいずれか１項に記載の方法。
〔６７〕少なくとも１種の顔料；
　液体ビヒクル；ならびに
　前記少なくとも１種の顔料をカプセル化している少なくとも１種のポリマー
を含む組成物であって、
　前記少なくとも１種のポリマーは、エチレン性不飽和疎水性モノマーから選択される第
１のモノマーと、無水マレイン酸、マレイン酸ならびにその塩、エステル、イミドおよび
アミドから選択される第２のモノマーとを含み、前記エチレン性不飽和疎水性モノマーは
、式ＣＨ2＝ＣＲ1Ｒ2を含み、式中、Ｒ1およびＲ2は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ12アルキル、Ｃ5－Ｃ2

0アリールおよびＣ6－Ｃ20アルカリルから独立に選択され、Ｒ1およびＲ2の炭素原子は、
Ｏ、ＮおよびＳから選択される少なくとも１個のヘテロ原子で置き換えられていてもよく
、
　前記少なくとも１種のポリマーは、前記第２のモノマーを介して架橋している、組成物
。
〔６８〕前記第２のモノマーが、無水マレイン酸、マレイン酸およびその塩から選択され
る、前記〔６７〕に記載の組成物。
〔６９〕前記少なくとも１種のポリマーが、前記第２のモノマーのカルボキシレート基を
介して架橋している、前記〔６７〕または〔６８〕のいずれか１項に記載の組成物。
〔７０〕前記少なくとも１種のポリマーが、前記第２のモノマーのカルボキシレート基の
少なくとも１０％を介して架橋している、前記〔６７〕または〔６８〕のいずれか１項に
記載の組成物。
〔７１〕前記少なくとも１種のポリマーが、アミド連結、イミド連結およびエステル連結
から選択される少なくとも１個の連結を介して架橋されている、前記〔６７〕から〔７０
〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔７２〕前記少なくとも１種のポリマーが、エーテル連結およびチオエーテル連結から選
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択される少なくとも１個の連結を介して架橋している、前記〔６７〕から〔７０〕までの
いずれか１項に記載の組成物。
〔７３〕前記少なくとも１種のポリマーが、エステル連結から選択される少なくとも１個
の連結を介して架橋している、前記〔６７〕から〔７０〕までのいずれか１項に記載の組
成物。
〔７４〕前記エステル連結が、エポキシ含有化合物と前記第２のモノマーのカルボキシレ
ート含有基との間の反応に由来する、前記〔７３〕に記載の組成物。
〔７５〕前記エポキシ含有化合物が、ジ－およびトリ－グリシジルエーテル化合物から選
択される、前記〔７４〕に記載の組成物。
〔７６〕前記エポキシ含有化合物が、トリメチロールプロパントリグリシジル（ｔｒｉｙ
ｇｌｙｃｉｄｙｌ）エーテルから選択される、前記〔７４〕に記載の組成物。
〔７７〕前記エチレン性不飽和疎水性モノマーが、式ＣＨ2＝ＣＲ1Ｒ2を含み、式中、Ｒ1

およびＲ2は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ12アルキル、Ｃ5－Ｃ20アリール、Ｃ6－Ｃ20アラルキルおよび
Ｃ6－Ｃ20アルカリルから独立に選択される、前記〔６７〕から〔７６〕までのいずれか
１項に記載の組成物。
〔７８〕前記エチレン性不飽和疎水性モノマーが、スチレン、α－メチルスチレン、エチ
レン、プロピレン、１－ブチレン、イソブチレン、ブタジエンおよびメチルビニルエーテ
ルから選択される、前記〔６７〕から〔７６〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔７９〕前記エチレン性不飽和疎水性モノマーが、スチレンから選択される、前記〔６７
〕から〔７６〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔８０〕前記少なくとも１種のポリマーが、３２５未満の酸価を有する、前記〔６７〕か
ら〔７９〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔８１〕前記少なくとも１種のポリマーが、５０～３２５の範囲の酸価を有する、前記〔
６７〕から〔７９〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔８２〕８～１１の範囲のｐＨを有する、前記〔６７〕から〔８１〕までのいずれか１項
に記載の組成物。
〔８３〕前記第２のモノマーが、前記少なくとも１種のポリマーに対して１０～６０ｍｏ
ｌ％の範囲の量で前記少なくとも１種のポリマー中に存在する、前記〔６７〕から〔８２
〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔８４〕前記第１のモノマーが、前記少なくとも１種のポリマーに対して４０～９０ｍｏ
ｌ％の範囲の量で前記少なくとも１種のポリマー中に存在する、前記〔６７〕から〔８３
〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔８５〕前記第２のモノマーの一部分が、式－Ａ－Ｎ（Ｒ3）（Ｒ4）を含む少なくとも１
個の有機基で官能化されており、式中、Ｒ3およびＲ4は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ10アルキル、Ｃ4－
Ｃ18アリール、Ｃ4－Ｃ18ヘテロアリールおよびＣ3－Ｃ20ヘテロシクロアルキルから独立
に選択され、Ａは、Ｃ1－Ｃ10アルキレン、Ｃ3－Ｃ20シクロアルキレン、Ｃ3－Ｃ20ヘテ
ロシクロアルキレン、アリーレン、ヘテロアリーレンおよびＣ2－Ｃ20エーテルから選択
される、前記〔６７〕から〔８４〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔８６〕前記第２のモノマーの一部分が、－ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ3）2、－ＣＨ2ＣＨ2Ｃ
Ｈ2－Ｎ（ＣＨ3）2、－ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ3）2、－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－
Ｎ（ＣＨ3）2、－ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ2ＣＨ3）2、－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ2ＣＨ3

）2、－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ2ＣＨ3）2、－ＣＨ2ＣＨ2－ＮＨＣＨ2ＣＨ2ＯＨ
、－ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ2ＣＨ2ＯＨ）2、および
【化２】

から選択される式を含む少なくとも１個の有機基で官能化されている、前記〔６７〕から
〔８４〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔８７〕前記第２のモノマーの一部分が、式－Ａ－Ｎ+（Ｒ3）（Ｒ4）（Ｒ5）を含む少な
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くとも１個の有機基で官能化されており、式中、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ10ア
ルキル、Ｃ4－Ｃ18アリール、Ｃ4－Ｃ18ヘテロアリールおよびＣ3－Ｃ20ヘテロシクロア
ルキルから独立に選択され、Ａは、Ｃ1－Ｃ10アルキレン、Ｃ3－Ｃ20シクロアルキレン、
Ｃ3－Ｃ20ヘテロシクロアルキレン、アリーレン、ヘテロアリーレンおよびＣ2－Ｃ20エー
テルから選択される、前記〔６７〕から〔８４〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔８８〕前記少なくとも１個の有機基が、アミド結合、イミド結合およびエステル結合か
ら選択される少なくとも１個の連結を介して前記第２のモノマーに結合している、前記〔
８５〕から〔８７〕までのいずれか１項に記載の組成物。
〔８９〕前記少なくとも１種の顔料が、修飾されていない、前記〔６７〕から〔８８〕ま
でのいずれか１項に記載の組成物。
〔９０〕前記少なくとも１種の顔料が、自己分散している、前記〔６７〕から〔８８〕ま
でのいずれか１項に記載の組成物。
〔９１〕前記液体ビヒクルが、水性である、前記〔６７〕から〔９０〕までのいずれか１
項に記載の組成物。
〔９２〕水性分散物である、前記〔６７〕から〔９１〕までのいずれか１項に記載の組成
物。
〔９３〕少なくとも１種の界面活性剤をさらに含む、前記〔６７〕から〔９２〕までのい
ずれか１項に記載の組成物。
〔９４〕少なくとも１種の耐久性ポリマーをさらに含む、前記〔６７〕から〔９３〕まで
のいずれか１項に記載の組成物。
〔９５〕少なくとも１種の粘度調節剤をさらに含む、前記〔６７〕から〔９４〕までのい
ずれか１項に記載の組成物。
〔９６〕少なくとも１種のポリマーバインダーをさらに含む、前記〔６７〕から〔９５〕
までのいずれか１項に記載の組成物。
〔９７〕インクジェットインク組成物である、前記〔６７〕から〔９６〕までのいずれか
１項に記載の組成物。
〔９８〕ポリマーを作製する方法であって、
（ａ）（ｉ）エチレン性不飽和疎水性モノマーから選択される第１のモノマーと、無水マ
レイン酸、マレイン酸ならびにその塩、エステル、イミドおよびアミドから選択される第
２のモノマーとを含む少なくとも１種のポリマーであり、前記エチレン性不飽和疎水性モ
ノマーは、式ＣＨ2＝ＣＲ1Ｒ2を含み、式中、Ｒ1およびＲ2は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ12アルキル、
Ｃ5－Ｃ20アリールおよびＣ6－Ｃ20アルカリルから独立に選択され、Ｒ1およびＲ2の炭素
原子は、Ｏ、ＮおよびＳから選択される少なくとも１個のヘテロ原子で置き換えられてい
てもよい、ポリマー、ならびに
（ｉｉ）エポキシ含有化合物から選択される少なくとも１種の架橋剤
を合わせることと；
（ｂ）前記ポリマーを形成することと
を含む、方法。
〔９９〕前記少なくとも１種の架橋剤が、ホウ酸をさらに含む、前記〔９８〕に記載の方
法。
〔１００〕前記少なくとも１種のポリマーを少なくとも１種の架橋剤と合わせる前に、ま
たは合わせるのと同時に、前記少なくとも１種のポリマーを加水分解することをさらに含
む、前記〔９８〕または〔９９〕に記載の方法。
〔１０１〕前記第２のモノマーが、無水マレイン酸、マレイン酸およびその塩から選択さ
れる、前記〔９８〕から〔１００〕までのいずれか１項に記載の方法。
〔１０２〕エポキシ含有化合物から選択される前記少なくとも１種の架橋剤が、前記第２
のモノマーのカルボキシレート含有基と反応する、前記〔９８〕から〔１０１〕までのい
ずれか１項に記載の方法。
〔１０３〕前記エポキシ含有化合物が、ジ－およびトリ－グリシジルエーテル化合物から
選択される、前記〔９８〕から〔１０２〕までのいずれか１項に記載の方法。



(10) JP 2019-537648 A5 2020.11.12

〔１０４〕前記エポキシ含有化合物が、トリメチロールプロパントリグリシジルエーテル
から選択される、前記〔９８〕から〔１０２〕までのいずれか１項に記載の方法。
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